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2  15  4  3６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
中
頃

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
報
告
す
る
二
つ
の
調
査
地
点
は
、

み
や
ま
ち

滋
賀
。宮
町
遺
跡

所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
大
字
宮
町

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
八
年

（平
１０
）
一
一
月
―

一
九
九
九
年

一
月

一
一　
一
九
九
九
年
五
月
１
二
〇
〇
〇
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
信
楽
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
鈴
木
良
章

・
高
橋
加
奈
子

遺
跡
の
種
類
　
宮
跡

い
ず
れ
も
紫
香
楽
宮
推
定
地
で
あ
る

宮
町
遺
跡
の
西
南
部
に
あ
た
る
。

本
誌
第
二
二
号
で
報
告
し
た
第

二
三
次
調
査
の
北
側
約
三
〇
ｍ

の
地
点
で
第
二
五
次
調
査
を
、

約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
地
点
で
第
二
四

次
調
査
を
行
な
っ
た
。

木
簡
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多

数
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
西

大
溝
Ｓ
Ｄ
三
二

一
一
〓
一
（幅
約

一
二
ｍ
深
さ
約
一
・
五
じ

か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
黒
掲
色
系
粘
質

土
層
は
三
層
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
年
代
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る

点
は
従
来
と
同
じ
で
あ
る
。
第
二
四
次
調
査
で
は
形
状
を
有
す
る
も
の
一
点
、

削
暦

一
四
六
点
が
出
土
し
た
。
第
二
五
次
調
査
で
は
形
状
を
有
す
る
も
の
人
四

点
、
削
暦

一
五
六
九
点
が
出
土
し
て
い
る
が
、
な
お
整
理
途
上
で
あ
り
、
今
後

点
数
の
変
動
が
あ
り
得
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
二
四
次
調
査

ω

　

□
井
器
事

②

　

斤
□
人
口
□
□
□

〔
汁
力
〕

０
　

　

十
　
＞
　
□

Ⅲ
　
珀
」

削勝
代
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Φ
μ

い
ず
れ
も
断
片
的
な
も
の
で
、
文
書
な
い
し
、
帳
簿
状
の
木
街
の
削
暦
と
考

え
ら
れ
る
。
釈
読
可
能
な
の
は
こ
の
三
点
の
み
で
あ
る
。

一
一　
第
二
五
次
調
査

「人
君
牒
　
□
□
前

「充
給
宜
　
　
月

一
日

（
Ｐ
］
∞
）
×
］
〇
×
Ю
　
ｏ
μ
ｏ
　
　
５

瓢
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〔佐
伯
と

□
□
殿
　
　
　
少
将
殿

□
□
　
　
　
　
□
□

「五
月
八
日
米
四
半
七

日

回

〔七
日
力
〕

「□
□

□
□

回
「尾
張
国
海
郡
津
積
郷
□

「天
平
十
六
年

「尾
張
国
春
部
郡
池
田
郷
庸
米
五
斗
」

「　
　
　
　
　
日

□

　
　
　
」

「
＜
参
河
国
□
口
□
□
□
郷
□
□

「＜　
　
天
平〔附
□
酢
□
□
口ヵ医

〔
国
力
〕

「参
□
□
□
□
郡

「　
　
　
合
米
五
□

「
＜
近
江
国
愛
智
郡
蚊
野
〔剛
と

ρ

卜
じ

×

含

ｅ

×

卜
　

ｏ
∞
Ｐ

岸
卜
『
×

（
卜
ｏ
）
×
い
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
Ｏ
『
）
×

Ｐ
∞
×
∞
　
ｏ
Ｐ
ｏ

Ｐ
ｏ
⇔
×

］
Ю
×

∞
　

ｏ
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牌

Ｇ
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（
『
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×

μ
ｏ
×
い

（
ｏ
∞
）
×
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ｏ
×

］

×
郡
弥
美
里
」

〔塩
力
〕

□
調
口
三
斗
」

〔国
力
〕

「
＜
丹
波
□

（
Ｐ
ド
∞
）
×
］
『
×
∞
　
ｏ
い
ｏ
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「
＜
近
江
国
坂
田
郡
下
坂
田
郷
人
身
庸
米
」

〔井
力
〕
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六
斗
　
□
須
人
戸
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ぷ
×
釦
儲
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×
国
遠
敷
郡
玉
置
郷
　
鯨
誰
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【邸
ヵ

」〕

天
平
十
五
年
九
月
十
九
日
　
　
」
　

（ＰＳ
溢
巽
∞
ｏ８

合

ｅ

×

ｃ

じ

×

『

「
＜
丹
後
国
加
佐
郡
田
辺
郷
赤
春
米
五
斗
＜
」
葛
援
Ｐ受
ト

〔後

国

丹

と

「
＜
丹
□
□
□
□
郡
丹
波
郷
□
回
□
□
□
□
＜
」］

Φ
ｏ
×
卜
Ｐ
×
『
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「
＜
隠
伎
国
海
部
郡
御
宅
郷
　
　
　
　
　
　
＜

天
平
十
五
年

日
下
部
同
国
□
海
藻
六
斤
　
　
　
　
　
　
」

〔葡硼
力
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞『
×
］］
×
∞
　
ｏ∞μ

「＜隠伎
国帥
螂
潮鰤
瀧
潮屈
郵，平
十
五年
＜」

岸
や
ヽ
×
〕
⇔
×
⇔
　
ｏ
∞
Ｐ

「＜隠伎国役道郡献鰈
潮孵
〓我領郵技
蝕十＜」

］
ｏ
ｏ
×
〕
り
×
ｏ
　
ｏ
ω
Ｐ

。
「
＜
讃
岐
国
阿
野
巫
日
国
郷
戸
主
酒
マ
刀
良
戸
姑
庸
米

一
俵
＜
」

。
「
＜
　
　
　
　
　
　
天
平
十
六
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
」

］
Ｐ
『
×
囀
∞
×
⇔
　
ｏ
∞
ド

〔美
　
国
力
〕
〔郡
力
〕

。
「
□
□
□
□
□
□
□
□
□
」

。
「［□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

名

＜
日
―十
日
□
□
□
同
Ｈ
Ｈ

日
Ｈ
回
」

。
「
＜
天
平
十
六
年
四
月
□
□
　
　
　
」

【雀
ヵ
〕

「
＜
大
内
郷
戸
主
回
　
□
□

「
＜
田
治
比
部
黒
麻
呂
戸
米
五
斗
」

］
ｏ
ｏ
×

や
卜
×

∞
　

ｏ
い
Ｆ

□
万
呂
米
五
斗
」

□
五
斗
」

□□麻呂報麒
＜」

「
＜
御
交
易
鳥
賊
六
斤
＜
」

「
＜
雑
魚
煮
四
百
九
十
」

。
「
ｏ
品Ｔ
」

。
「
ｏ
な輿
」

。
□
□
□
□
比
□

片
佐
良
七
口

・

日

回

日

回

□
□
□

〔由
加
力
〕

「
＜
□
□

Ｌ
金
万
呂
戸
口
阿
豆
女
」

。
「
一
土
‐
　
　
　
　
　
　
　
」

「忌
人
鳴
矢

（
Ｐ
Ｏ
Ｏ
）
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］
∞
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(9)(18)(19)(29)1ま ,

デジタルカメラによる

赤外線写真



名
出
マ
百
足

〔守
力
〕

ロ
マ
国
万
呂

ロ
マ
ロ
万
呂

□
□
□
□
□
」

。
「
　

　

　

筆引
」

。
王
生

マ
麻
呂
□

。
日

Ц

□
枚

一
上
□
□
」

口

回

「謹
謹
謹
牒

謹
謹
謹
牒

「
　
　

　

　

□

□
□
□
□

2001年出上の木簡

〔難
波
宮
力
〕

④

　

□
□
□

Ｐ
］
ｏ
×

（
『
ｏ
）
×
⇔
　
ｏ
∞
〕

６

じ

×

命

じ

×
ト

（
∞
∞
）
×
Φ
×
枷

□
門
日
□

日
□

一出
用
　
一　
一圧
医
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∞
〇
∞
）
×
卜
∞
〉〈
伽
　
〇
∞
Ｐ

命

∞
ｅ

×

令

じ

×

Ｆ

　

ｏ
∞
Ｐ

Ｏ
Ｏ
胸

⑫

　

□
□
大
生
マ
ロ

ω

　

丈
マ
ロ

⑭

　

初
位
上

０

　

駆
丁
給

一
斗

④

　

麻
呂
年
十

〔諸
白

力
〕

０

　

□
宜
承
知
□
□
仰
下
旨

蠅

　

□
得
麻
呂

Ｏ
Φ
μ

〇
〇
岸

Ｏ
Φ
牌

〇
〇
牌

Ｏ
Φ
〕

Ｏ
Ｏ
】

Ｏ
Φ
Ｐ

①
は
三
片
が
接
合
し
た
も
の
で
、
「人
君
」
か
ら
出
さ
れ
た
文
書
形
式
の
木

簡
。
「宜
」
を
ベ
シ
と
読
む
位
置
に
記
す
の
は
、
二
条
大
路
木
簡
に
も
例
が
あ

る
。
文
書
木
簡
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
０
の
削
暦
が
あ
る
。

②
は
二
片
が
接
続
し
た
も
の
で
、
何
名
か
の
名
を
記
す
歴
名
の
木
簡
で
あ
る

が
、
用
途
は
不
明
。
「少
将
」
は
中
衛
府

・
授
刀
衛

・
近
衛
府

・
外
衛
府
に
も

置
か
れ
て
い
る
が
、
時
期
的
に
該
当
す
る
の
は
中
衛
少
将
の
み
で
あ
る
。
「佐

伯
殿
」
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
氏
に
は
こ
の
段
階
で
衛
門
督
佐
伯
常
人
、
左
衛
士

督
佐
伯
浄
麻
呂
の
、
知
ら
れ
る
限
り
で
二
人
の
衛
府
官
人
が
い
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
常
人
は
、
天
平

一
七
年
元
旦
に
紫
香
楽
宮
に
大
楯
鉾
を
建



て
た
人
物
で
あ
る

（『続
日
本
紀
も
。

①
は
米
の
管
理
に
関
わ
る
木
簡
か
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
不
明
。

⑭
ｌ
⑩
は
付
札
木
簡
。
諸
国
貢
進
物
の
付
札
と
し
て
は
、
参
河
、
丹
波
、
尾

張
、
美
濃
、
丹
後
、
若
狭
、
隠
伎
、
近
江
、
讃
岐
国
の
九
カ
国
の
も
の
が
あ
り
、

側
の
讃
岐
国
は
宮
町
遺
跡
で
は
今
回
が
初
例
。
宮
町
遺
跡
出
土
の
調
庸
の
付
札

が
、
『続
日
本
紀
』
天
平

一
五
年

一
〇
月
壬
午

（
三
ハ
日
）
条
に
紫
香
楽
宮
へ
の

調
庸
貢
納
国
と
し
て
見
え
る
東
海

。
東
山

・
北
陸
道
諸
国
に
限
定
さ
れ
な
い
こ

と
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
南
海
道
の
国
が
加
わ
っ
た
。
①
は
尾

張
国
か
ら
の
庸
米
の
荷
札
で
あ
る
が
、
〇

一
一
型
式
の
も
の
は
こ
れ
ま
で
に
入

例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
０
は
二
片
が
接
合
。
左
辺
が
四
分
の
一
程
度

欠
損
し
て
い
る
。
①
ｌ
側
は
近
江
国
の
貢
進
物
付
札
。
①
は
接
合
し
な
い
三
片

か
ら
な
る
が
、
形
態
か
ら
同

一
木
簡
の
断
片
と
判
断
し
た
。
⑫
は
美
濃
国
安
人

郡
か
。

⑬
⑭
は
上
端
が
折
れ
て
国

（郡
）
名
を
欠
く
も
の
の
、
若
狭
国
の
調
塩
を
貢

納
し
た
木
簡
と
知
ら
れ
る
。
調
塩
の
木
簡
は
宮
町
遺
跡
で
は
初
の
出
土
。
ω
は

丹
波
国
か
ら
の
木
簡
で
、
下
半
が
切
断
さ
れ
、
左
辺
も
割
れ
て
い
る
が
、
右
辺

に
切
り
込
み
が
残
る
。
∽
⑫
は
丹
後
国
の
貢
進
物
付
札
。
側
は
春
米
の
付
札
。

丹
後
国
は
年
料
春
米
の
貢
進
国
と
し
て

『延
喜
式
』
民
部
下
に
見
え
る
。
赤
春

米
は
平
城
宮
木
簡
に
も
類
例
が
あ
る
。
⑬
ｌ
的
は
隠
伎
国
の
貢
進
物
付
札
。
②

は
美
濃
国
ま
た
は
美
作
国
の
貢
進
物
付
札
。
側
は
国
郡
名
を
記
さ
ず
、
郷
名
か

ら
書
き
出
す
。
大
内
郷
は
伊
賀

・
丹
後

・
伊
予
に
あ
る
。

切
⑮
は
、
年
料
春
米
か
と
推
定
さ
れ
る
米
五
斗
の
貢
進
に
関
わ
る
付
札
。
働

も
品
名
は
判
読
で
き
な
い
が
同
様
で
あ
ろ
う
。
明
の
右
辺
は
二
次
的
削
り
。

「戸
米
」
の
表
記
は
、
こ
れ
ま
で
平
城
京
長
屋
王
家

・
三
条
大
路
、
長
岡
京
木

簡
に

一
四
例
あ
る
。

の
は
鳥
賊
の
付
札
。
品
目
と
数
量
の
み
を
記
す
が
、
「御
交
易
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
み
て
、
貢
進
物
付
札
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
「御
交
易
」
の
文
言
は
、

長
屋
王
家
本
簡
に

一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。

⑩
も
品
目
と
数
量
の
み
を
記
す
。
宮
町
遺
跡
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に

「猪
千

宍
」
、
「上
鯖
」
な
ど
と
記
し
た
〇
五

一
形
式
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ

と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。

⑪
は
表
裏
に
そ
れ
ぞ
れ

「中
」
「衛
」
と
記
す
小
型
の
木
簡
。
四
つ
の
角
を

丸
く
削
り
、
上
部
中
央
に
穿
孔
す
る
。
同
型
式
で

「中
衛
」
と
記
し
た
木
簡
は
、

宮
町
遺
跡
で
は
こ
れ
で
三
例
目
と
な
る
。
⑫
は
、
「片
佐
良
」
の
前
の
行
は
墨

痕
が
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
が
、
成
柔
が
な
い
。
∞
は
比
較
的
厚
み
の
あ
る
材
で
、

表
に
人
名
を
書
き
列
ね
、
一暴
に
、
左
を
上
に
し
て

「上
総
」
と
記
す
。
●
の
王

生
部
は
壬
生
部
で
あ
ろ
う
。

今
回
出
土
し
た
木
簡
に
は
、
年
紀
を
有
す
る
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。

内
訳
を
記
せ
ば
、
天
平

一
五
年
が
若
狭

一
点
と
隠
伎
二
点
、
天
平

一
六
年
が
尾

張

・
隠
伎

・
讃
岐

・
国
名
不
明
の
も
の
各

一
点
で
あ
る
。
宮
町
遺
跡
か
ら
こ
れ

ま
で
に
出
土
し
た
年
紀
を
有
す
る
木
簡
に
つ
い
て
は
、
天
平

一
三
年
の
一
点
を

除
き
、
全
て
天
平

一
五
年
か
ら

一
七
年
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
天
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平

一
四
年
八
月
か
ら
同

一
七
年
二
月
の
紫
香
楽
宮
存
続
期
間
に
含
ま
れ
る
こ
と

が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

（鈴
木
良
章

・
栄
原
永
遠
男

「紫
香
楽
宮
関
連
遺
跡
の
調

査
―
宮
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
中
心
に
―
」
『条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
一
六
、
二
〇

〇
〇
年
）。
今
回
の
事
例
も
、
こ
の
期
間
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
「難
波
宮
」
と
記
さ
れ
た
と
思
し
き
削
暦
側
の
存
在
も
注
目
さ
れ

る
。
天
平

一
六
年
二
月
、
聖
武
天
皇
は
難
波
宮
か
ら
紫
香
楽
宮

へ
行
幸
す
る
な

ど

（『続
日
本
紀
し
、
両
者
の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
今
後
の
調
査
の
進
展
に
よ
り
、
両
者
の
関
係
が
出
土
文
字
資
料
の
面
か
ら

も
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
紫
香
楽
宮
跡
調
査
委
員
会

（木
簡
解
読
部
ハ〇

に

お
け
る
検
討
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（古
市
　
晃

〈大
阪
歴
史
博
物
館
し




